


内宮周辺の駐車場は朝６時から満車の状況

が見られ、遠方ナンバーの車が多い。車中

泊の人もいるのではないか。 

○観光消費額の拡大（委員からの主な意見）

・観光消費額については、全体として単価を

安く抑える傾向にはあるが、20年に一度の

ご遷宮ということで、単価の高い宿でもお

客さんも多い。 

単価が高くても人を引き付けるためには、

ブランド力が大事である。また、神宮と国

崎とを「アワビの奉納」という物語で結び

つけるなど、ストーリー性のある情報発信

も重要である。 

・便利さばかりを追求すると、いいものがな

くなってしまう。観光誘客をするにあたっ

ては、いかに地域特性を出すかが重要。河

崎や関宿のような昔の町並みや海女文化な

どをいかに残していくかは、次世代の育成

にかかっている。そのために、海女文化の

世界遺産登録は意味がある。世界遺産登録

そのものが目的ではなく、海女文化を守り

育てることが目的である。 

○おもてなしの向上（委員からの主な意見）

・おかげ横丁やおはらい町は、土日は食事を

する場所もないほど混み合っている。そう

いった状況の中で、コンビニで買った物を

飲食店に持ち込んだり、３人で１杯の伊勢

うどんを分けて食べるというような光景が

一部見られる。 

外宮周辺には飲食店が増えてきているので、

外宮周辺で食事をすることをお勧めしてい

る。 

マナーとおもてなしについては、今後の課

題である。 

・鳥羽のホテルでも、年内の予約が埋まって

いるような状況である。ホテルや神宮周辺

の飲食店等では、「あと20人でも人手がほ

しい」とか、「このまま（の人員体制）で正

月を越せるだろうか」などという声も聞く

ほど、人手不足の状況がある。十分なおも

てなしができないのではと懸念している。 

人手不足については、大学生の活用を図っ

てはどうか。 

・神宮周辺の混雑によって参拝に時間がかか

り、予定通りにいかないことで、満足度が

低下しないか心配。ホテルでも、遅い時間

にへとへとになってチェックインするお客

さんが多い。満足度を下げないためにも、

人と人とのコミュニケーションが大事。 

⇒（事務局）三重県観光キャンペーンでは、

各所に「みえ旅案内所」を設置し対応して

いる。 

・神宮で貸し出している車いすも、これまで

は出払うようなことはなかったが、今では

全て出払ってしまうこともある。神宮の衛

士が、本来業務に加えて車いすの貸し出し

対応に追われている。また、神宮の案内所

に神宮以外の観光情報を問い合わせる人も

多いのではないか。 

外部委託するなどして専門の人員を置き、

車いすの貸し出しと共に観光案内もできれ

ば効果的だと感じている。 



・今までは、おはらい町やおかげ横丁では、

車いすの貸し出しは行われていなかった。

そのため、車いすで内宮を参拝した後、お

はらい町（おかげ横丁）の散策をあきらめ

て帰った人も多い。今は、おはらい町でも

車いすの貸し出しを行っているが、貸し出

しステーションは、宇治浦田側だけである。

宇治浦田と内宮の両側に貸し出しステーシ

ョンがあるのが理想的である。 

・障がい者ができるだけ内宮に近いところに

駐車しようとしても、内宮前の駐車場を利

用するためには、利用許可証が必要となる。

許可証は警察で発行してもらわなければな

らず、観光客にとっては困難。全国に広が

っている「おもいやり駐車場」制度の理解

を広める必要がある。観光地で取組を広め

ることが、制度を一般に定着させるために

最も効果的な方法でもある。 

・20年に一度の遷宮のインパクトが強く、関

東など遠方からのお客さんが増えている。

ホテルのお客さんも、初めて来訪する人が

多い。このようなお客さんにリピーターに

なってもらうことが重要。 

・リピーターは、「以前の旅でお世話になった

あの人に会いたい」など、人でつながって

いる場合が多い。そのためには、まず地域

の人たちが地域の事を好きでなければ、観

光客にも伝わらない。 

・観光客だけではなく、観光客が押し寄せる

ことによる不便など、地元住民の不満の声

に耳を傾けることも大事である。 

次回（平成２５年度第３回）の開催予定 

 次回（平成２５年度第３回）推進会議は、

これまでの議論をもとに、具体的な提案にま

とめていくため、２月頃開催予定です。今回

会議でいただいた提案は、来年度事業に反映

させていきます。また、次回会議での新たな

提案については、再来年度事業に反映させる

よう取り組んでいきます。 


